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５月１１日（金）１４：００～１４：４５　第１１回　検数労連１８春闘交渉　


全日検関係：全ての地域より批准・一任を受け、


１８春闘における妥結の態度表明を行う。























１８春闘　全日検関係の態度表明にあたり（要旨）





１８春闘の態度表明にあたり、５月１１日正午までに全日検関係の意見を集約し、不満は残るものの現到達をもって『妥結』を表明する。





春闘回答については、２年連続の分母２ポイント前進、


初任本給の改定は評価するのと報告が上がったが、賃金引上げでは、要求額との関係や港湾相場への未到達、昨年比マイナス回答になっていることに対する不満点が多く出された。


　その他、企業内諸課題などが山積しているが、引き続き、


課題前進に向けて真摯な労使協議の実施を求める。


　検数労連として、賃金引上げの実施と産別協定履行（６


５才定年延長、完全週休２日制、時間外基礎分母、港湾労


働法の全港全職種等）の具体化については、検数労連の協


議課題と位置付けて取り扱っていくこととする。


以上


以上




































































　５月１１日（金）第１１回検数労連１８春闘交渉で、全日検関係では前回交渉以降、中闘見解に対する意見を求めたところ全ての地域から『批准』または『一任』を受けたことにより、本日の交渉で妥結の態度表明を行いました。


　妥結にあたり、各支部から


次の通り、意見が出された。


【評価点】


①時間外算定基礎分母２ポイント前進。


②初任給３，０００円アップ。


【不満点】


①一部の職員で港湾相場未到達となっている点。


②検数労連１８春闘要求との


関係では低額な賃上げ回答で
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不満が残る。


③政府の働きかた改革の影響で、時間外削減に向けた動きを進めている中で、賃上げ額が前年比マイナス回答になっていること。


④一律回答の年齢格差は容認できるものではなく、今後は是正するべきである。































































































































































































































































































　全日検が本日の交渉で妥結した一方で、日検協会に対して組合は前回の交渉同様、『一律での修正回答提示』を求めました。


【日検協会】


　これまで労組より修正回答に向けた強い要望を受け、前回の交渉以降、今日まで再度検討を行ったが、事業計画や収益が落ち込んでいるなかで、現時点で昨年を上回る回答を提示していることや、分母も１ポイント前進した回答を提示している。また、１８春闘終了後、賃金検討委員会を開催し、精力的に労使で協議を行っていきたいと考えている。これらのことを踏まえていただいたうえで労組には本日の交渉をもって、判断していただきたい。





【組合主張】


　日検協会から修正回答の提示がなかったことを受け、組合は次のような主張をおこないました。


　現在、交渉が膠着状態にあるなかで労使が敵対している場合じゃないと考えている。本来、労使が協力しあって問題解決をしていかなければいけないものである。しかし、


だからと言って、組合は業の






























































































































































































































































日検協会、またもや修正回答


提示せず！　再び交渉決裂！





言う事を聞いていればいいのかというと違う。


　日港協の会長が業界紙のインタビューに答えた記事を見ても『現在の港湾情勢のなか、１８春闘で産別ストに突入しなくて良かった』と述べている。


　組合もいたずらに春闘を伸ばしているものではない。修正回答を提示しない日検協会の姿勢に問題がある。


　日検協会は春闘解決に向けた努力をすべきであり、組合は今日以降、日検協会が解決に向けた動きを作るまで、交渉は『未定』とする。


　


【追求ポイント】


①組合はこれまでの交渉の中で、日検協会の春闘要求に対する考え方、回答提示の仕方に問題があるとしている。


②組合の認識として『世代間調整は１７春闘で終了している』との認識でいる。１８春闘の回答は『定昇＋世代間調整』であり、容認できない。要求に沿った『一律』の回答提示を求めている。


　組合の意見や職場の思いを繰り返し強調するも受け入れようとしない日検協会の賃金抑制の動きには全国団結で跳ね返していかなければならない！
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次回交渉：未定。


日検協会には修正回答が提示できる状況になるまで、交渉の窓口は開けておくとしています。














　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


